
２週間前のこと。二人の放送委員さんから「今度の

放送の企画で、『お話を読む』というのをします。その初

めの放送で、校長先生におすすめの本を読んでほしいと

思います。どうですか？」というお誘いがありました。なぜ

私に？と聞いてみたところ、「一年生が喜んでくれるか

ら・・・」という話でした。

引き受けることにして、何を読もうか考えました。エリッ

ク・カールシリーズ、レオ＝レオニ絵本、大好きな佐野洋

子さんの「おじさんのかさ」や日本の昔話・・・六年生も楽

しんでくれる本を探したいと思いました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

で、この作品を見つけました。前に読んだことがあった

のですが、一年生の下の本に出ていました。教科書が

替わったため、一年生で学習していない人も多いだろ

う・・・ぜひこの作品に出会ってほしいという思いが強くなり

ました。

当日、二人と担当の先生と私でリハーサルをしました。

作品のさし絵だけ映してもらい、声は別マイクにしました。

放送委員さん、よくがんばりましたね。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

では、紹介しましょう。

ずうっと、ずっと、大すきだよ

ハンス＝ウィルヘルム さく・え

ひさやま たいち やく

エルフのことをはなします。

エルフは、せかいでいちばんすばらしい犬です。

ぼくたちは、いっしょに大きくなった。

でも、エルフのほうが、ずっと早く、大きくなっ

たよ。

ぼくは、エルフのあったかいおなかを、いつも

まくらにするのがすきだった。そして、ぼくらは、

いっしょにゆめを見た。

にいさんやいもうとも、エルフのことが大すき

だった。でも、エルフは、ぼくの犬だったんだ。

エルフとぼくは、まい日、いっしょにあそんだ。

エルフは、りすをおいかけるのがすきで、ママ

のかだんをほりかえすのがすきだった。

ときどき、エルフがわるさをすると、うちのか

ぞくは、すごくおこった。でも、エルフをしかって

いながら、みんなはエルフのこと、大すきだっ

た。

すきならすきと、いってやればよかったのに、

だれもいってやらなかった。いわなくっても、わ

かるとおもっていたんだね。

いつしか、ときがたっていき、ぼくのせが、ぐ

んぐんのびるあいだに、エルフはどんどんふと

っていった。

エルフはとしをとって、ねていることがおおく

なり、さんぽをいやがるようになった。ぼくは、と

てもしんぱいした。

・・・・・・・・・・・・・・裏につづく・・・・・・・

☆去る１０月２０日（日）雨天の中、『二色フェスタ２０１３』へのご協力、ありがとうございました！！
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ぼくたちは、エルフをじゅういさんにつれてい

った。でも、じゅういさんにも、できることはなに

もなかった。

「エルフは、としをとったんだよ。」

じゅういさんは、そういった。

まもなく、エルフは、かいだんも上れなくなっ

た。

でも、エルフは、ぼくのへやでねなくちゃいけな

いんだ。

ぼくは、エルフにやわらかいまくらをやって、ねる

まえには、かならず、

「エルフ、ずうっと、大すきだよ。」

って、いってやった。エルフは、きっと、わかってく

れたよね。

あるあさ、目をさますと、エルフが、しんでいた。

よるのあいだにしんだんだ。

ぼくたちは、エルフをにわにうめた。みんなない

て、かたをだきあった。

にいさんやいもうとも、エルフがすきだった。で

も、すきっていってやらなかった。ぼくだって、かな

しくてたまらなかったけど、いくらかきもちがらくだ

った。だって、まいばんエルフに、

「ずうっと、大すきだよ。」

って、いってやっていたからね。

となりの子が、子犬をくれるといった。もらっても、

エルフはきにしないってわかっていたけど、ぼくは、

いらないっていった。

かわりに、ぼくが、エルフの

バスケットをあげた。ぼくより、

その子のほうが、バスケット

いるもんね。

いつか、ぼくも、ほかの犬をかうだろうし、子

ねこやきんぎょもかうだろう。なにをかっても、ま

いばん、きっといってやるんだ。

「ずうっと、ずっと、だいすきだよ。」って。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

さて、これを読んだあと、昼休みたくさんの

子ども達が声をかけてくれました。

「校長先生！おもしろかった！けど、かなしか

った！！」

「校長先生の声、聞こえていたよ！

「たのしかった！また読んでね！」

「先生・・・私・・・思わず涙が出ました」（職

員） 声をかけなくても、こちらを見て、にこ

っと笑ってくれる六年生もいました。

そして、司書教諭の山田先生からこんな

話を聞きました。

『イギリスでは、子どもが一人生まれるとその

子に犬を与えます。子どもが赤ちゃんのとき

には、（犬の方が成長が速いので）犬が赤

ちゃんをネズミなどから守ります。共に育ち、

そして・・・・・・大人になって犬の最期を看

取り、命の大切さを教えます』という話を聞

いた・・・という話でした。

またこのお話の良さを再確認しました。

・・・・・生まれる命も大切だけれど、消えゆく

命を学ぶことも命の学習ですね・・・・・・


